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・「2.1 津波痕跡調査」、「2.2 地形変化調査」、「2.3 海岸堤防被災調査」、「2.4 河
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た防災拠点施設の職員の方々には、震災復興等の取組みでお忙しい中、ヒアリングへの対

応等のご協力をいただいた。 
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方々に地形データの提供やヒアリング等でご協力いただいた。 
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